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文教福祉委員会会議録 

 

平成２９年６月１９日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時３１分閉議（実時間１３２分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４２号・平成２９年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第４３号・平成２９年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第４９号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２８年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第４号） 

１．議案第４７号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例） 

１．議案第５２号・専決処分の報告及びその承

認について（平成２９年度国民健康保険特

別会計補正予算・第１号） 

１．平成２８年陳情第１７号・介護保険制度の

見直しと介護従事者の勤務環境改善及び処

遇改善の実現を求める意見書の提出方につ

いて 

１．平成２８年陳情第１８号・地域の実情に応

じた医療提供体制の確保を求める意見書の

提出方について 

１．平成２８年陳情第１９号・安全・安心の医

療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を

求める意見書の提出方について 

１．平成２８年陳情第２０号・国民健康保険の

改善に向けた意見書の提出方について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

  （八代市地域福祉センター等の指定管理に

ついて） 

  （学校給食施設あり方検討委員会提言につ

いて） 

  （学校規模適正化の進捗状況について） 

  （夏季休業中における教職員の休暇取得推

進日の設定について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  友 枝 和 明 君 

副委員長  庄 野 末 藏 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  島 田 一 已 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       釜   道 治 君 

  教育部次長     桑 田 謙 治 君 

  理事兼教育政策課長 宮 田   径 君 
 
  首席審議員兼 
            渡 邊 裕 一 君 
  学校教育課長 
 
 
 健康福祉部長兼 
            山 田   忍 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            丸 山 智 子 君 
  福祉事務所次長 
 

  健康福祉政策課長  早 木 浩 二 君 

  健康福祉政策課長補佐 山 内 真奈美 君 
 
  こども未来課長補佐兼 
            森 田 克 彦 君 
  子育て支援係長  
 

  理事兼長寿支援課長 秋 田 壮 男 君 

  長寿支援課管理係長 松 島 幸 勝 君 

  国保ねんきん課長  岩 瀬 隆 敏 君 

 建設部 
  建築住宅課副主幹兼 
            古閑迫   修 君 
  建築係長 
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○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（友枝和明君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり定足数に達しておりますので、た

だいまから文教福祉委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（友枝和明君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず教育から、歳出の第９款・教

育費について説明を願います。 

○教育部長（釜 道治君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 今議会におきまして、小学校費、特別支援学

校費、社会教育費に関する補正予算をお願いを

いたしております。 

 詳細について、桑田教育部次長が説明いたし

ますので、どうぞよろしくお願いをいたしま

す。 

○教育部次長（桑田謙治君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）教育部次長の桑田でございます。補正予算

につきましては、座って説明させていただきま

す。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○教育部次長（桑田謙治君） それでは、議案

第４２号・平成２９年度八代市一般会計補正予

算・第１号中、教育部の所管分について説明を

させていただきます。 

 まず、予算書３ページをお願いいたします。 

 歳出の款９・教育費に１８４５万５０００円

を追加し、補正後の額を４２億４６３５万６０

００円とするものでございます。なお、補正額

中、教育部が所管します金額は、経済文化交流

部所管の５０万円を差し引いた１７９５万５０

００円となります。項別の内訳は、項２・小学

校費の６８万円、項４・特別支援学校費の１０

４５万円及び項７・社会教育費の６８２万５０

００円が教育部所管の補正でございまして、項

８・社会体育費の５０万円は経済文化交流部の

所管に係るものでございます。 

 ７ページをおあけください。 

 ７ページの歳入歳出補正予算事項別明細書の

歳出のうち、教育部所管の歳出にかかわります

特定財源につきましては、歳出の説明の際にあ

わせて御説明いたします。 

 それでは、歳出の内容について説明をいたし

ます。１６ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項２・小学校費、目２・教育

振興費でございます。補正額が６８万円で、児

童生徒のスポーツ環境整備事業で３０万円、教

育研究校推進事業で３８万円となっておりま

す。特定財源としましては、全額国県支出金を

充てております。児童生徒のスポーツ環境整備

事業に県支出金の児童生徒のスポーツ環境整備

モデル事業委託金３０万円を、教育研究校推進

事業に国庫支出金の国指定研究推進校委託金３

８万円を充てております。 

 事業の概要を御説明いたします。 

 まず、児童生徒のスポーツ環境整備事業でご

ざいます。本市教育委員会では、熊本県教育委

員会主動のもと、平成３０年度末までに小学校

の運動部活動を社会体育へ移行するための環境

整備及び体制づくりに取り組んでおります。こ

のたび、県教育委員会から、社会体育移行にお

ける各市町村の課題解決に資するために実践モ
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デル地域に指定をされました。本市の課題であ

ります指導者の確保や、地域全体への意識啓発

について実践活動を行い、他の市町村の参考に

資するための事業でございます。 

 節別内訳としましては、節１１・需用費で指

導者募集のポスターやチラシの印刷製本費９万

６０００円、節１３・委託料で意識啓発及び周

知用ののぼり旗、団体旗の作成に要する委託料

２０万４０００円でございます。 

 次に、教育研究校推進事業でございますが、

これは国の平成２９年度教育課程研究指定校事

業に植柳小学校が新規に委嘱されたことに伴

い、所要の経費を措置するものでございます。

なお、委嘱の内定が２９年２月１４日でありま

したことから、当初予算に間に合わず、今回補

正予算をお願いするものでございます。この教

育課程研究指定校事業は、学校における教育課

程及び指導方法等について調査研究を行い、学

校における学習指導の改善充実、及び教育課程

の基準の改善に資するために実施されるもので

ございます。委嘱を受けた植柳小学校では、研

究主題を地域の伝統文化を尊重し、いきいきと

表現する児童の育成と設定し、地域の伝統文化

を活用した教育に関する研究を行うものでござ

います。子供たちが地域の伝統文化を知り体験

することで、伝統文化を尊重する心やふるさと

に愛着を持てるように、また、伝統文化に関連

した教材を国語や社会の授業、総合的な学習の

時間に学習することで、いきいきと表現する力

を養うことができるように研究を行うものでご

ざいます。研究期間は２年間となっておりま

す。 

 節別内訳としまして、節８・報償費３万円は

講師謝礼で、節９・旅費１８万４０００円は先

進校視察旅費及び国が開催します研究協議会へ

の出席旅費が主なものでございます。節１１・

需用費には、研究に伴う消耗品費、印刷製本費

及び書籍購入費で１３万５０００円を、節１

２・役務費３万１０００円には教育課程研究指

定校の看板作成手数料を計上いたしておりま

す。 

 次は、１７ページの款９・教育費、項４・特

別支援学校費、目１・学校管理費でございま

す。補正額としまして、特別支援学校通学関係

事業に１０４５万円を計上いたしております。

これは、八代支援学校のスクールバスを１台増

車するものでございます。現在、支援学校では

４台のスクールバスを運行しておりますが、今

年度の入学者数の急増に伴う座席数不足の解

消、また１台当たりの乗車人数が多いことによ

り、長時間となっている乗車時間の緩和等を図

るために、新たにスクールバスを追加購入する

ものでございます。スクールバスは、普通座席

１５席、及び車椅子席２席を備えたリフトつき

マイクロバスを予定いたしております。特定財

源としましては、地方債の合併特例債９９０万

円を充てております。 

 最後に、款９・教育費、項７・社会教育費、

目２・公民館費でございます。補正額としまし

て、公民館施設整備事業（地震災害関連）に、

６８２万５０００円を計上いたしております。

これは、熊本地震により被災した自治公民館の

復旧を支援するために、自治会、町内会等が行

う修繕または建てかえ経費の一部を、県の平成

２８年熊本地震復興基金交付金を活用して補助

するものでございます。 

 法人格を取得した町内会等いわゆる認可地縁

団体が所有する自治公民館に対しては、補助対

象経費の４分の３を、認可地縁団体以外が所有

する自治公民館に対しては２分の１を補助する

ものでございます。 

 節別内訳は、節１９・負担金補助交付金６８

２万５０００円で、認可地縁団体への補助６施

設分５００万５０００円、認可地縁団体以外へ

の補助１１施設分１８２万円となっておりま

す。特定財源としましては、県支出金、熊本地
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震復興基金交付金１８２万円、及び地方債の単

独災害復旧事業債５００万円を充当いたしてお

ります。 

 以上が、教育部が提案いたしております補正

予算の内容でございます。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（島田一已君） 先ほどの説明の中に、

特別支援学校スクールバスのバスを今４台とい

うことで、ちょっと足らないちゅうことですけ

ども、ふえとるということですけど、過去５年

間で結構ですので、どのくらいの割合でふえて

るのか、ちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 教育政

策課の宮田です。よろしくお願いします。 

 支援学校の生徒数ですけども、まず５年間と

おっしゃいましたので、平成２３年がですね、

４１名、それとことしの平成２９年度は５２名

の生徒さんになっております。昨年と比較しま

しても、昨年が４３名でしたので、９人増加し

ているというところでございます。 

 その中で……、一応人数だけでよろしいです

かね。（委員島田一已君「はい、いいです」と

呼ぶ） 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） ようございますか。 

○委員（島田一已君） はい、いいです。 

○委員（太田広則君） スクールバスを新たに

購入されるということで、当然運転手も１人ふ

えてくるかと思うんですが、これは普通免許で

いけたんでしょうか、それとも大型取得でない

といけないんですかね。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 運転す

る車両がマイクロバスでございますので、当然

大型車両の免許が必要ということで、運転手１

人増加ということで、その増加につきましては

来年度からになりますので、また来年度の委託

料のほうで予算要求のほうをしていきたいと思

っております。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） じゃ、新たに募集をか

けるというふうに捉えていいわけですか、運転

手は。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） この運

転につきましては、業者のほうに運行委託をし

ておりますので、その条件の中でバスが１台ふ

えるという要件を付してふやしたいと思いま

す。 

 以上でございます。（委員太田広則君「わか

りました」と呼ぶ） 

○委員（幸村香代子君） 今回５台になるとい

うことになるんですが、今課題が何点か出され

ていましたよね。乗車時間が今長くなっている

ということであるとか、障害者対応じゃないこ

とによるということがあったんですが、乗車時

間であるとか障害者対応っていったところで、

どれぐらい改善が図られるのかということをお

聞きしていいですか。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 今年度

の運行に関しましては、実際５２人の在校生の

方のうちのですね、５０人の方がスクールバス

を利用されておりますけども、その中の４７人

の方が普通席を利用されております。普通席の

定数といいますのが、そのままの状態でありま

すと４６人しかなかったもんですから、現在八

竜小のバス、たくさん乗れるバスと１台入れか

えてですね、運行しているような状況でござい

ます。 

 今回、１台増車いたしますと、結局４つのい

わゆる通学コースが５コースになるもんですか

ら、１車当たりの乗車人数減るということでで

すね、大体１０分から１５分ぐらいの、何とい

いますか、乗ってらっしゃるお子さんの時間の

軽減になるのではないかと思います。 
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 現在、長いお子さんでは、１時間２０分から

３０分近く乗っていらっしゃる方もいらっしゃ

いますので、私どもの目安といたしましては１

時間ぐらいを目安としてるもんですから、それ

に近い形になるのではないかなと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ようございますか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（幸村香代子君） もう１個あった、済

みません、１つ。済みません。 

 財源なんですが、今回合併特例債を使われる

ということだったんですけど、ふるさと納税の

部分でほかにちょっとこれに使える財源とかっ

てなかったのかなというふうに思うんですけ

ど、そのあたり、どんなですか。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 財源に

つきましてはですね、財政課のほうで検討され

てですね、一番適当といいますか、財源になる

のがこの合併特例債の市債ということで判断さ

れたと伺っておりますけども、ちょっとそれ以

上のことはなかなか、申しわけないところでご

ざいます。済みません。（委員幸村香代子君

「わかりました、はい」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ようございますか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で、第９款・教

育費については終了します。 

 執行部入れかえのため、小会します。（｢あ

りがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１８分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 次に、健康福祉部から、歳出の第３款・民生

費について説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり） 

 議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、健康福祉部所管等につき

まして、丸山健康福祉部の次長から説明いたし

ます。よろしくお願いします。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（丸山智子

君） おはようございます。健康福祉部次長の

丸山です。よろしくお願いいたします。それで

は、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（丸山智子

君） では、議案第４２号・平成２９年度八代

市一般会計補正予算・第１号・文教福祉委員会

付託分のうち、民生費につきまして御説明申し

上げます。 

 初めに、３ページをお願いいたします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款３・民生費の項１・社会福祉費で、補

正額３５０万円を追加し、補正後の予算額は１

０５億６９０３万６０００円に、また、項２・

児童福祉費で２億１９０３万７０００円を追加

し、補正後の予算額は、９１億８２１万８００

０円に、項４・災害救助費で５３８万８０００

円を追加し、補正後の予算額は９２２万４００

０円とし、民生費の総額は、３つ上になります

が、２２７億８２０４万３０００円といたして

おります。 

 続きまして、歳出の具体的内容を説明しま

す。 
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 １３ページをお願いします。 

 中段の表になりますが、款３・民生費、項１

社会福祉費、目１・社会福祉総務費で３５０万

円を計上しております。これは、被災者生活再

建支援事業として、熊本地震による被災者の生

活再建を図る目的で、被災世帯の見守りや相談

支援等を重点的に行うため、各種調査の実施・

分析や、被災者からの相談などに包括的に対応

する専門の相談窓口を設置するものです。各種

調査の実施対象となりますのは、半壊以上の世

帯としており、一部損壊の世帯につきましては

情報提供を行い、その後の支援につなげること

といたしております。なお、実施に当たって

は、これまでも生活困窮者等支援業務を受託し

ている八代市社会福祉協議会に業務委託を行う

予定といたしております。特定財源といたしま

して、全額国からの補助金を予定しておりま

す。 

 次に、下段になりますが、項２・児童福祉

費、目１・児童福祉総務費で１９２３万７００

０円を計上しております。これは、放課後児童

クラブの整備に要する経費の一部を補助するも

のでございます。対象となるひかり児童クラブ

は、現在、第１と第２の２つの児童クラブを運

営していますが、第２クラブの実施場所は老朽

化が進んでおり、改善が必要な状況にありま

す。また、近隣校区では利用希望児童が多く、

待機児童が発生しているため、第２クラブの移

転新築にあわせて第３クラブを新設すること

で、環境改善と受け入れ体制の充実を図るもの

です。なお、特定財源として、国からの交付金

が３分の２、県からの補助金が６分の１、その

他はふるさと八代元気づくり応援基金繰入金と

なっております。 

 次に、１４ページをお願いします。 

 同項、目３・保育所費で、１億９９８０万円

を計上しております。これは、私立保育所の施

設整備事業を補助するものでございます。ひの

で保育園の現園舎は、昭和５７年度の竣工で、

老朽化が進み、保育の実施にも支障を来すおそ

れがあるため、その園舎改築に要する経費の一

部を補助するものです。なお、特定財源として

国からの交付金が３分の２あります。地方債は

合併特例債でございます。 

 続きまして、項４・災害救助費、目１・災害

救助費で、５３８万８０００円を計上しており

ます。これは、昨年の熊本地震により、災害救

助法の適用を受けたことから、法に基づき住宅

の応急修理の実施に要する費用で、昨年度補正

予算にて１００件分について予算計上し事業を

実施しておりましたが、予定件数を上回る１１

２件の申し込みがあったことから、今回不足す

るその経費を補正するものでございます。な

お、事業については、受付期間が平成２９年４

月１３日まで延長されたことから、昨年度の補

正予算は繰り越しの処理を行っております。な

お、特定財源として県支出金が全額ございま

す。 

 以上で、平成２９年度八代市一般会計補正予

算・第１号民生費につきましての説明とさせて

いただきます。御審議方、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分について

質疑を行います。 

○委員（幸村香代子君） 被災者生活再建支援

事業なんですが、先ほど説明でも社会福祉協議

会に委託をする予定だというふうなお話があり

ました。これまでの相談とか経験とかですね、

受けられてきたことを背景に、そんなふうに予

定されてるんだろうなというふうに思うんです

が、ほかにもこういったふうな事業に取り組ん

でらっしゃる団体が八代市もあるんじゃないか

なというふうに思うんですが、そのあたりはど

れぐらい把握しておられますか。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 健康福祉

政策課の早木でございます。 



 

－7－

 八代市にありますその他の団体につきまして

は、大変申しわけございませんが、今のところ

調査をいたしておりません。今後ですね、熊本

県の健康福祉政策課等と相談をさせていただき

ながらですね、検討してまいりたいと思いま

す。 

○委員（幸村香代子君） 今の意見、済みませ

ん、検討してまいりたいというふうにおっしゃ

ったのは、社会福祉協議会に委託を予定してる

けど、そういったところを調べてもう一回再度

どこがいいかというのを検討するという意味で

おっしゃったんですかね。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 基本的に

は八代市社会福祉協議会への委託ということ

で、基本路線としてはですね、考えております

けれども、そのほかにですね、そういったＮＰ

Ｏ、そのほかの支援団体等が適切なそういった

支援団体等があれば検討していきたいというつ

もりで申し上げました。 

○委員（幸村香代子君） 了解しました。ぜひ

ですね、やっぱり社会福祉協議会ありきとかと

いうことではなくって、公平公正にですね、そ

ういったふうな支援団体があれば、そういった

あたりも把握していただいた上でですね、御決

定いただければというふうに思います。 

 それとですね、住宅応急修理事業なんです

が、４月１９日までの受付期間の中でこれだけ

の申し込みがあって、１００件が１１２件にな

ったということの御説明だったんですが、今後

という意味でその後御相談というのは寄せられ

てませんか。締め切り後にということです。 

○建築住宅課副主幹兼建築係長（古閑迫修君）

 建築住宅課、古閑迫でございます。 

 ただいまの委員質問の点につきましては、４

月１３日の受付締め切り後ですけれども、３件

相談等はうちのほうに寄せられております。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） その３件について

は、どんなふうに対応されてますか。 

○建築住宅課副主幹兼建築係長（古閑迫修君）

 ３件の内容につきましてですけども、１件は

もう見積もり等を、申し込みをされてる方から

の今後の手続についてというのが１件ございま

した。あとの２件につきましてはですね、住宅

の応急修理制度の申し込み期限が４月１３日ま

でということをちょっと知らなかったんだけれ

ども、今後も今からでもさかのぼって申し込み

が受け付けできるかどうかといった内容でお問

合せがございました。 

 ですので、申し込み期限等これまでの流れ等

につきましても説明申し上げ、これら２件につ

きましては受け付けることができませんという

ことでお断りをしているところでございます。 

○委員（幸村香代子君） いいです、はい。わ

かりました。 

○委員（島田一已君） ちょっと関連なんです

けども、この事業、応急修理だけということで

すかね。解体もこれあるんですよね。どういう

事業ですか。 

○建築住宅課副主幹兼建築係長（古閑迫修君）

 住宅の応急修理はですね、半壊以上の罹災証

明を受けられた世帯、その住居につきまして緊

急を要するということでですね、修繕に要する

経費の一部を上限額を定めまして修理を行っ

て、その家に住んでいただくということが前提

となりますので、解体等につきましては対象と

はなっておりません。 

 以上です。（委員島田一已君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（太田広則君） ２点ほど伺います。 

 まず、被災者生活再建支援事業、これ済みま

せん、聞きそびれてたらごめんなさい。社協の

ほうにざっくり３５０万委託料ということで、

これ新たに今までの生活困窮者の相談員とは別
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ということで、この３５０万は人件費になるの

かどうか、その内訳を１点お聞きしたいちゅう

ことと、それから放課後子ども環境整備事業、

これかなりの２５００万という総事業費の中で

ですね、老朽化に伴う移設改築、待機児童解消

というのが目的だったというふうに思ってます

けど、このほかにも市内でですね、同じような

まだそういう老朽化した施設とか、そういうの

があるのであれば教えていただきたいなという

ふうに思います。この２点、お願いいたしま

す。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 済みませ

ん、３５０万の内訳でございますけども、主な

ものは生活再建支援員の給与ということです

ね、それからこの生活再建支援事業を始めまし

たということで、半壊以上の世帯それから一部

損壊に当たる世帯ですね、そういった世帯にお

知らせ等をするための文書発送のための通信

費、それからあとは事務費ということで、需用

費等を計上しておるところです。 

 以上でございます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 補足になりますけども、３５０万のうちです

ね、お尋ねがありました職員等ですね、人件費

といいますか雇うんですが、その経費が３５０

万中２５４万ですね。給料、賃金ですとか、い

わゆる社会保険料ですとか、時間外ですとか、

２５４万ですから、大方その人件費ということ

になります。 

○委員（太田広則君） 人件費はわかったんで

すが、これ、今まで社協の中にそういう相談員

の方がいらっしゃるのか、専門の方、それとも

また新たに社会福祉協議会のほうでこの専門の

相談員を募集かけられるのか、そこはどんなな

んですか。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 今後、委

託をお願いします社協のほうとですね、協議を

するという形になろうかと思います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 基本的には、新たな雇用ということにです

ね、なろうかと思います。先ほどお答えしまし

たように、どこがするかというのはわかりませ

んが、そうした場合は新規のですね、私どもの

ほうで計算しておりますのは、専任職員が１

人、０.５人分ぐらいの職員が１人ということ

で１.５人分ぐらいの職員ということで、新規

の計算でですね、やっているということです。 

○委員（太田広則君） 被災者を見守り相談を

されるとあるでしょう、いわゆる被災者に寄り

添う相談員でないといけないと思うんですね。

窓口をつくって、いらっしゃい、いらっしゃい

じゃ絶対だめと思うんですよ。意見ですけど

も、行動力のある相談員をですね、ぜひそうい

う目的の、――窓口でいらっしゃいは、絶対私

はいかんと思います。寄り添うんだから、見守

るんだから。自分から行って、どうですかって

ですね、御用聞きできるぐらいの相談員をお願

いしたいという意見を申しておきます。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。（｢放課後」と呼ぶ者あり）放課後、あ

あ。 

○こども未来課長補佐兼子育て支援係長（森田

克彦君） おはようございます。こども未来課

の森田です。 

 放課後児童クラブの整備につきましては、毎

年度７月ごろに各クラブのほうに施設整備につ

いては調査を行っております。２７クラブ委託

しておりますが、そのうち保育園に委託してい

る１６クラブにつきましては、園のほうから老

朽化等の今報告は上がっていないところでござ

います。学校施設につきましては、こちらのほ

うで確認を行いますが、現在、老朽化での整備

が必要な箇所というのは現在ございません。 

 以上でございます。（委員太田広則君「は

い、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ようございますか。 
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○委員（太田広則君） はい。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（幸村香代子君） 先ほど、被災者生活

再建支援事業とかもあったんですが、それと住

宅応急修理事業とかっていうふうな説明もあっ

て、そういった意味では生活再建支援事業、こ

のあたりもこれから取り組んでいかれると。さ

っき、太田委員もおっしゃいましたけど、まだ

まだ本当にこう、被災者のところに寄り添って

ですね、どんな支援が必要なのか、お困り事は

ないのかというのを、またこれから聞こうとか

っていう段階の中で、やっぱり住宅応急修理事

業あたりがですね、もう２９年４月１３日まで

だったということで、まあ財源の問題もあると

いうことはわかってます。わかってますけれど

も、でもその後２件ほどのやっぱり締め切り以

降にですね、お申し込みがあると。先ほどの相

談事業なんかを受けていけば、また新たにそう

いった御相談が出てくることもあると。 

 そういったときにですね、やっぱり丁寧に対

応していく必要があると思うし、こういったふ

うな支援事業というのはですね、引き続き必要

なことだろうなというふうに思います。 

 だからぜひですね、いろいろ先ほど言ったよ

うに財源の問題もあるかもしれないけれども、

こういったふうな支援事業というのはですね、

引き続きできるように、継続してできるように

ですね、検討をお願いしたいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４２号・平成２９年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第４３号・平成２９年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号 

○委員長（友枝和明君） 次に、議案第４３

号・平成２９年度八代市介護保険特別会計補正

予算・第１号を議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 議案第４３号・平成２９年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号につきましては、秋

田長寿支援課長のほうから説明いたします。よ

ろしくお願いします。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）長寿支援課、秋田でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 説明に当たりましては、別冊になっておりま

す議案第４３号・平成２９年度八代市介護保険

特別会計補正予算書・第１号を使用いたします

ので、よろしくお願いいたします。それでは、

座りまして御説明を申し上げます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 初め

に、予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条におきまして、歳入歳出それぞれ１０

２万５０００円を追加し、歳入歳出の予算の総

額をそれぞれ１４４億６２８３万６０００円と

いたしております。 

 それでは、内容につきまして５ページをお願
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いいたします。まず、３・歳出から御説明いた

します。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目１・一

般管理費に１０２万５０００円を追加し、補正

後の額を２億２１９万３０００円といたしてお

ります。内訳は、説明欄にあります介護給付一

般事務事業でございます。節４・共済費及び節

７・賃金は、臨時職員１人を７カ月間雇用する

のに要します社会保険料及び賃金でございま

す。これは、国が介護人材の処遇改善につい

て、平成２９年度から従来よりも月額１万円相

当の改善を実施するため、臨時に本年４月１日

から１.１４％の介護報酬改定を行いましたの

で、本市に提出されます申請書類の審査を円滑

に行うために臨時職員を雇用するものでござい

ます。 

 次に、歳入につきまして、同じページの上の

表、２・歳入で御説明致します。 

 款５・国庫支出金、項２・国庫補助金、目

４・介護保険特別補助金におきまして、歳出と

同額の１０２万５０００円を追加補正いたして

おります。これまでも処遇改善加算はございま

したが、今回は国が臨時に実施するため国庫補

助を行うものでございます。 

 以上で、議案第４３号・平成２９年度八代市

介護保険特別会計補正予算・第１号の説明とさ

せていただきます。御審議のほど、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分について

質疑を行います。 

○委員（前垣信三君） 今、人件費で期限を切

って職員を雇用する、採用するとおっしゃった

んですが、さっきの事例もそうなんですが、期

限を切って人材を採用される場合に、その人の

経験とかは要らないんですか。これ、誰でもで

きるような仕事なんですか。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 今回雇

用いたします臨時職員の仕事の内容になります

が、まず書類の一覧表作成や、提出書類の消し

込みあるいは未提出書類の洗い出しなどの作

業、それから計画書、実績報告書の突合や不明

部分に付箋を張っていくなどのいわゆる事務補

助の仕事がメーンでございますので、実務経験

はもちろんあるに越したことはございません

が、全くない方でありましても職員の説明、あ

るいは事前に県から審査方法の研修もございま

すので、そういった研修等を積むことでできる

事務ではないかと思っております。 

○委員（前垣信三君） 多分、課内の職員さん

は忙しいと思うんですよね。急にこんな仕事量

がふえるのはわかるんですが、課内の職員さん

では対応ができないものなのか、外部から臨採

でもしないと補助が出ないということなのか、

そのあたりはどうなんですか。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 今回

は、国が介護報酬の中の処遇改善加算、これ加

算でございますが、その加算の制度そのものを

触ってきておりまして、例年よりも提出される

書類の種類がふえております。職員のほうは、

実務上の、例えば定款でありますとか、雇用の

書類でありますとか、そういった専門的な部分

は職員でもやるんですけども、整理をするとい

った部分の職員まではですね、なかなか手が回

らないと。 

 また、時期的にちょうど担当いたします係が

別の業務の繁忙期と重なることもありまして対

応が難しいという判断から、国庫補助もたまた

まございましたので、今回計上させていただく

次第でございます。 

○委員（前垣信三君） 基本的には、人件費に

使いなさいということではないと思うんです

ね。たまたま繁忙期と重なるから、臨時職員を

採用しようとおっしゃったと思うんですね。わ

からんことはないんですが、はい、もう結構で

す、はい。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません
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か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４３号・平成２９年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第４９号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２８年度八代市介護保険特別会

計補正予算・第４号） 

○委員長（友枝和明君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第４９号・平成２８年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第４号に係る専決処分の報

告及びその承認についてを議題とし、説明を求

めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） 

 議案第４９号・専決処分の報告及びその承認

について、秋田長寿支援課長のほうから説明い

たします。よろしくお願いします。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 引き続

き、よろしくお願いいたします。 

 説明に当たりましては、八代市議会６月定例

会議案と、それから事前にお配りしております

資料、議案第４９号関係資料・専決処分の報告

及びその承認についてを使用いたしますので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、座りまして御説明いたします。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） まず、

八代市議会６月定例会議案の３５ページをお願

いいたします。議案第４９号・専決処分の報告

及びその承認についてでございます。専決処分

しました事件につきましては、地方自治法第１

７９条第３項の規定によりまして、議会に御報

告し、その承認を求める必要があることから提

案するものでございます。 

 次の３６ページは、３月３１日付で専決いた

しました専決第５号・専決処分書でございま

す。今回行いました専決処分は、平成２８年度

八代市介護保険特別会計補正予算・第４号でご

ざいます。内容は、４０ページになります。 

 ４０ページの第１表繰越明許費において、款

１・総務費、項１・総務管理費の介護保険事業

計画策定事業において、２０２万４０００円を

繰り越し計上いたしております。 

 それでは、繰り越しの理由などにつきまし

て、事前にお配りしております議案第４９号関

係資料を用いて御説明させていただきます。 

 まず、１、専決処分の趣旨でございます。平

成２８年度当初予算に計上しておりました介護

保険事業計画事業のうち、介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査及び介護に関する意識調査、こ

れに関しまして、調査業務委託をしておりまし

たが、平成２８年度内に完了できなくなったと

判断し、やむを得ず平成２９年３月３１日付で

専決処分により繰り越しを行ったものでござい

ます。 

 次に、２、委託の状況について御説明いたし

ます。契約は指名競争入札で行っております。

契約金額は２０２万３９２０円で、委託先は熊

本市の株式会社調べ考房になります。契約の期

間は、平成２９年２月１日から３月３１日まで

としておりましたが、繰り越し後に６月３０日

まで延長いたしております。 

 次に、３、繰り越しに至った経緯について御

説明いたします。県は、市町村の介護保険事業



 

－12－

計画の策定を支援するために、平成２８年度か

ら２９年度にかけまして計１３回の研修会を計

画しております。その第１回研修会は、熊本地

震の影響によりまして、前回平成２５年度より

も２カ月以上遅く、１０月３１日に開催されま

した。 

 この研修会において、介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査についての説明があり、介護保険

サービスの基盤整備や地域支援事業等を進める

に当たり、高齢者の要介護度の悪化につながる

リスク等を把握した上で、必要なサービスの種

類、量、事業方法等を検討するための地域診断

ツールの一つとして、第５期計画からこの調査

は導入されたものでございます。 

 国が指定している設問は、必ず実施しなけれ

ばならない必須の設問が３３問、オプションと

して市町村が選択していい設問が３０問の計６

３問の指定がございました。 

 市は、従前より変化を把握するため、独自の

設問も１４問実施しておりましたが、これらの

設問を合わせますと大変多くなり過ぎて、回答

者に大きな負担をかけるおそれがあったことか

ら、設問を減らすための再精査を行うこととい

たしました。 

 最終的に、国の指定の必須設問３３問に、オ

プション設問から１０問、市独自の設問を６問

加えまして合計４９問に整理し、３月中旬に作

業は終えたところでございます。 

 この段階から、仮に調査費用の発送から回収

までを行ったといたしましても、報告書を含め

た年度内の事業完了は見込めないと判断し、や

むを得ず繰り越しを行うことにした次第でござ

います。また、繰り越しの判断がおくれたこと

もあって、３月定例会への提案が間に合わなか

ったものでございます。 

 次に、４、委託事業の実施状況でございま

す。平成２８年度は、発送用及び返信用の封筒

の作成などの準備を行っております。平成２９

年度は、帳票の印刷、封入封緘作業、データの

入力、集計、分析及び報告書の作成を行いま

す。 

 次に、調査の期間は、４月２８日に調査票を

発送し、５月１２日までに回答の投函をお願い

しておりました。また、５月１７日にはお礼状

を兼ねて未提出の方に対します回答のお願いも

送付し、その締め切りは５月２３日を期限とし

たところでございます。その後も回答の返信は

続いておりましたが、５月２９日に一旦受付を

締め切りまして、委託先へ送付いたしておりま

す。５月２９日までの回答率は、介護予防・日

常生活圏域ニーズ調査が７８.７％、介護に関

する意識調査が５７.０％でございました。 

 直近の状況になりますが、現在、委託先から

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の報告書が

６月１３日に、また、介護に関する意識調査の

報告書が６月１６日にそれぞれ提出されました

ので、現在、その内容の点検を行っているとこ

ろでございまず。 

 最後に、５、完了予定は６月３０日といたし

ております。 

 以上、議案第４９号・平成２８年度八代市介

護保険特別会計補正予算・第４号・専決処分の

報告とさせていただきます。御審議の上、何と

ぞ御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分について

質疑を行います。 

○委員（幸村香代子君） 今の説明とですよ、

その内容と、この経過・経緯を見ればですね、

やっぱり３月の定例会のときにですね、きちん

とされるべき内容じゃなかったかなというふう

に思うんですが、先ほど判断がおくれたとかっ

ていうふうな一言がありましたけど、そのあた

りはどんなふうに、もうちょっと説明していた

だいていいですか。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） ちょっ
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ど３月の文教福祉委員会の行われたころでござ

いますが、その当時、ころには、もう設問設定

はほぼ完了いたしておりました。これから発送

するということで、約２週間程度の回答期間ま

で設けた場合の締め切りと、それから報告書の

作成に係る要する期間等を委託先と協議をして

いたという時期でございます。 

 おっしゃるとおり、感触的は甚だ厳しいとい

うのはそのころ思っておりまして、議案として

提出はしておりませんでしたが、御報告すべき

だったかなというふうには、現在はそういう思

いでございます。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） そうされるべきもの

であったなと私も思います。 

○委員（橋本幸一君） これ、あれですか、次

期の介護保険の資料として作成されるわけです

ね。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） はい。 

○委員（橋本幸一君） 今の、２カ月ぐらいお

くれてるということで、この資料の計画策定に

ついての影響というのはどうでしょうか。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 最初の

審議会の開催は、前回６月の終わりぐらいに実

施しております。今回は、７月７日を予定して

おりまして、報告書等はその前までに完成いた

しますので、審議会への直接の影響はないと、

議案の進行状況としてのスピードは、前回と同

じぐらいで進められるかなというふうに思って

おります。 

○委員（橋本幸一君） 済みません、ちなみに

スケジュールとしては、その辺まで報告よろし

いですか。 

○長寿支援課管理係長（松島幸勝君） 長寿支

援課、松島と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 スケジュールに関しましては、今度７月の７

日に第１回の会議を開催いたしまして、その次

に８月にはまた県の研修会等毎月ございまし

て、それを踏まえまして審議のほうを重ねてま

いります。それで、１２月ごろには第７期の事

業計画の素案を策定する予定としております。 

 以上です。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 少し補

足いたしますが、国が基本方針を示す時期が６

月とされておりましたが、まだ社会保障審議会

のほうの協議が６月２１日に議案でまだ上がっ

ておりまして結論が出ていないという状況でご

ざいます。 

 国のほうの審議がおくれますと、少し計画策

定はタイトになるかなと思っておりますが、国

は基本方針を通常６月、１０月にはおおむね計

画の中に盛り込むべき事項について提示がある

わけでございまして、それを受けて全国の自治

体が策定をしていくという流れでございます。 

 ただいま説明いたしましたとおり、１０月に

国から出されたものを受けて、また地域の、今

回は圏域ごとに必要量の見込みを行うことにな

っておりますので、そういった新しいデータを

のせたところで、１２月には当初の原案を策定

しないといけないという流れでおおむね進めて

いくというところでございます。（委員橋本幸

一君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員（前垣信三君） 済みません、確認です

けれども、この専決処分の内容は平成２８年度

中に終わらないかんのが６月の３０日までに伸

びますという内容でよろしいんですか、考え方

は。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） そのと

おりでございます。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（幸村香代子君） 今、次期のですね、

介護保険の見直しですよね、第７期ですかね、

というふうなお話も出たので、ここでお話とい

うか意見を述べさせていただこうかなというふ
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うに思うんですが、今八代市の場合９段階とい

うことでですね、介護保険料の部分が９段階と

いうことであって、所得でいうと大体２９０万

が一番最高の段階、級のですね、そういうふう

になってるんですが、非常に苦労されている部

分ではあろうなというふうに思います。そこま

での中で階層をいろいろつくりながら、軽減措

置も含めてですね、いろいろ努力をされている

部分はわかるんですが、熊本市なんかももうそ

れ以上の所得の階層をですね、もうつくってき

ているというふうな現実というか現状がありま

す。 

 私はやっぱり八代市もですね、この圏域が広

がるという話もありましたが、やはりちょっと

上限の階層のですね、上のほうというか、２９

０万以上のやはり階層の、下の見直しじゃなく

て上の見直しをですね、もうそろそろ検討をさ

れる時期ではないかなというふうに思います。 

 そのあたりについてですね、最終的にどうな

るかということはあるかもしれないけど、そろ

そろテーブルにのせながら、所得の高い方には

もう一段の負担をいただくというふうなです

ね、ことを検討いただきたいなというふうにで

すね、思っているところです。 

○理事兼長寿支援課長（秋田壮男君） 熊本市

の場合は、確かにおっしゃるとおりですね、た

しか１３段階だったと思いますが、さらに上の

段を独自に設けまして、７００万以上の方々と

いうようなことが最高位だったというふうに記

憶しておりますが、設けております。八代市に

おきましては、これまで国の政令のとおり、政

令が出してある区分のとおりきっちり合わせて

おりまして、その上を行く、政令とは異なるよ

うな区分というのは今まで採用したことがあり

ません。 

 そのため、ことし１年間の非常に短いスケジ

ュールの中で政令とは異なるですね、新しい区

分を創造するというのは非常に難しいかなとい

うのが正直なところでございます。 

 ただ、委員おっしゃるとおりですね、さらに

もっと所得の高い方々から高い保険料をいただ

くということであれば、所得の低い方々に対す

る保険料が軽減されるという考え方はもちろん

あります。 

 そもそも介護保険料と申しますのは、給付総

額に対して必要な保険料の総額を算出して、そ

の額を３年間でこれだけいただくという考え方

でございますので、所得の高い方々からもっと

いただきましょうということになれば、当然基

準額はもっと抑えられる可能性は出てまいりま

す。 

 ただ、熊本市と比べますと、八代の場合所得

の高い方がいらっしゃる数というのはですね、

割合はそんなに高くはなくて、熊本市の場合は

そもそももっと高額所得の方々がたくさんいら

っしゃるという現実があって、そうであればも

っと高く置いていいんじゃないかなということ

から始まっているようでございますが、八代の

場合はどちらかといいますと所得の低い方々が

非常に大変たくさんいらっしゃるという地域性

がございますので、高い区分をさらに設けた場

合に、じゃあどのくらい保険料が抑えられるの

かという部分は、ちょっとわからない部分はあ

ります。 

 いずれにしても、データとしては検討はした

いと、ただ、問題は区分のとり方をどこで切る

のかという部分について、全国的には統一した

基準がありませんので、検討課題ということで

させていただければと思っております。 

○委員長（友枝和明君） ようございますか。 

○委員（幸村香代子君） ぜひですね、述べて

いただいたような課題があるということも含め

てですね、検討を今後、１年間でできるかどう

かっていうのは厳しい面はあるかもしれないけ

れども、その後も含めてですね、そのあたりの

検討をしていただければというふうに思いま
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す。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４９号・平成２８年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第４号に係る専決処分の報

告及びその承認について、承認するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第４７号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例） 

○委員長（友枝和明君） 次に、議案第４７

号・八代市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例に係る専決処分の報告及びその承認につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 議案第４７号・専決処分の報告及びその承認

について、岩瀬国保ねんきん課長から説明いた

します。よろしくお願いします。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）国保ねんきん課、岩瀬と申します。よ

ろしくお願いいたします。失礼しまして着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） それで

は、お手元にございます議案書１７ページをお

願いいたします。議案第４７号・専決処分の報

告及びその承認についてでございます。 

 今回の条例改正につきましては、関係する地

方税法等の改正が平成２９年３月３１日公布、

同年４月１日施行とされたため、議会に上程す

るいとまがなく、３月３１日付専決処分にて条

例を改正したものであり、専決処分した事件に

ついては、地方自治法第１７９条第３項の規定

により議会に報告し、その承認を求めていく必

要があることから提案するものでございます。 

 次の１８ページは、専決しました専決第３

号・専決処分書でございます。１９ページに改

正条文が掲載されておりますが、改正内容につ

きましては事前に配付いたしております右肩に

議案第４７号関係資料と書いてある１枚ものの

資料で御説明させていただきます。 

 まず、改正概要でございますが、１番の改正

の趣旨としまして、平成２９年度税制改正にお

いて、国民健康保険税の軽減措置について、５

割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定

基準を引き上げるとされたことに伴い、地方税

法等の一部が改正され、八代市国民健康保険税

条例においても必要な改正を行ったところで

す。 

 次に、２番目の改正内容でございますが、低

所得世帯の国保税の軽減措置の対象を拡大する

ため、枠内にお示しするとおり５割軽減の基準

については、被保険者数に乗ずる金額を２６万

５０００円から２７万円に、２割軽減の基準に

ついては被保険者数に乗ずる金額を４８万円か

ら４９万円とするものでございます。 

 施行期日は、平成２９年４月１日でございま

す。 

 以上、御報告いたします。御承認のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分につい

て、質疑を行います。ありませんか。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４７号・八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例に係る専決処分の報告及び

その承認について、承認するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第５２号・専決処分の報告及びその承認

について（平成２９年度八代市国民健康保険特

別会計補正予算・第１号） 

○委員長（友枝和明君） 次に、議案５２号・

平成２９年度八代市国民健康保険特別会計補正

予算・第１号に係る専決処分の報告及びその承

認についてを議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君）

 議案第５２号・専決処分の報告及びその承認

について、岩瀬国保ねんきん課長から説明いた

します。よろしくお願いします。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） では、引

き続きよろしくお願いいたします。着座にて説

明させていだきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） それで

は、お手元にございます議案書４９ページをお

願いします。議案第５２号・専決処分の報告及

びその承認についてでございます。 

 専決処分した事件については、地方自治法第

１７９条第３項の規定により議会に報告し、そ

の承認を求める必要があることから提案するも

のです。 

 次の５０ページは、５月２６日付で専決しま

した専決第８号・専決処分書でございます。今

回行いました専決処分は、平成２８年度国民健

康保険特別会計の決算について収支不足が見込

まれるため、地方自治法施行令第１６６条の２

の規定に従い、平成２９年度の歳入を２８年度

に繰り上げて充用したものでございます。 

 それでは、５１ページ、平成２９年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第１号につい

て御説明します。 

 ５３ページをお願いします。歳入歳出予算の

補正といたしまして、第１条のとおり歳入歳出

予算の総額にそれぞれ５億５００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２１３億６

４６７万６０００円といたしております。 

 内容について説明いたします。５８ページを

お願いいたします。下段の３、歳出でございま

す。款１１、項１、目１・繰上充用金、節２

２・補償、補塡及び賠償金で５億５００万円を

追加しております。これは、平成２８年度決算

において、収支不足が５億５００万円となる見

込みのため、平成２９年度予算において繰上充

用金として補正したものでございます。 

 また、この５億５００万円は、平成２７年度

の収支不足３憶３５００万円と、平成２８年度

単年度で見込まれる収支不足額との累計額とな

りますので、平成２８年度単年度で見込まれる

収支不足額としては５億５００万円との差し引

き１億７０００万円でございます。 

 平成２８年度に国保税を増税させていただい

たこと、また、医療費が前年度比で減少したこ

となどから、平成２８年度単年度の収支不足額

としては２７年度のおよそ半分に減少しており

ますものの、赤字を解消するには至っておりま

せん。 

 次に、上段２、歳入でございます。 

 款１、項１・国民健康保険税、目１・一般被
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保険者国民健康保険税、節４・医療給付費分滞

納繰越分で５億５００万円を計上しておりま

す。繰上充用の財源とするため、滞納繰越分の

収納の増加を見込む予算上の措置とするもので

ございます。 

 皆様御承知のとおり、国民健康保険は構造的

に低所得者層が多く、税収が伸び悩む一方で、

急速な高齢化や医療技術の高度化など、さまざ

まな要因により医療費が増大しており、国保財

政の運営は全国的に大変厳しい状況にございま

す。 

 このことは、本市におきましても例外ではな

く、平成２５年度以降、医療費の増加が著し

く、国保税収が減少を続けていることなどか

ら、収支不足が続いておりますので、医療費の

適正化と財源の確保によって、一日も早く国保

財政が健全化されるよう腐心しているところで

ございます。 

 以上、議案第５２号・平成２９年度八代市国

民健康保険特別会計補正予算・第１号・専決処

分の報告とさせていただきます。御承認のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） 以上の部分について

質疑を行います。 

○委員（島田一已君） この国保税の未納ちゅ

う方が大変多いということで、今御説明ありま

したけども、何かこうちょっとも対策じゃない

ですが、どうしてこう多いんでしょうかね。何

かそういうことを考えられて、何か対策とか、

何かなされてるんでしょうか。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） 未納の方

につきましては、従来からですね、納付いただ

きますように、昨年度からは納付方法をコンビ

ニ収納などですね、納付しやすいような環境を

整えるなどですね、そういった取り組みをしま

して、滞納ができる限りないようにですね、努

力をしてきたところでございます。（委員島田

一已君「いいです」と呼ぶ） 

○委員（幸村香代子君） 済みません、ちょっ

とよくわからんのでお尋ねしたいんですが、今

説明の中に平成２７年度と平成２８年度の決算

にかかって５億というような御説明だったです

よね。単年度じゃなくて２カ年、２７年、２８

年というふうになるのは何でですかね。ちょっ

とそこらあたりがちょっとよくわからんので。 

○国保ねんきん課長（岩瀬隆敏君） この場

合、赤字額での話ということになりますけど

も、基本的には決算する場合は収支ということ

で歳入と歳出の差し引き額がずっと引き続いて

いくことになりますけども、今回、２７年度以

降ですね、八代市の国保の特別会計につきまし

ては赤字ということになりましたので、そのマ

イナスでの分が引き続いていっているというふ

うなことで、累計ということで表現させていた

だきました。 

○委員（幸村香代子君） わかりました。繰上

充用、繰上充用しながら、結局積算というか、

されていくというふうな形になるんですね。わ

かりました、済みません、ありがとうございま

した。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（幸村香代子君） 国保の県単位という

ふうな方向性が出されているということで、一

般質問等聞いている限りにおいては、まだ今後

そういったふうなですね、保険料を含めていろ

んな情報は今後であるというふうなお話だった

んですが、できるだけですね、そういったふう

な情報であるとか、方向性であるとかっていう

ことについてはですね、委員会また議会のほう

にもですね、丁寧に情報をですね、いっぱい出

していただきたいというふうに思いますので、
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その点はよろしくお願いしときます。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５２号・平成２９年度八代市国民健康

保険特別会計補正予算・第１号に係る専決処分

の報告及びその承認について、承認するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２０分 本会） 

◎平成２８年陳情第１７号・介護保険制度の見

直しと介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善

の実現を求める意見書の提出方について 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 次に、請願・陳情の審査に入ります。なお、

郵送にて届いております要望書につきましては

写しをお手元に配付しておりますので、御一読

いただければと存じます。 

 それでは、今回、当委員会に付託となってお

りますのは、継続審査の陳情４件です。 

 それでは、まず、平成２８年陳情第１７号・

介護保険制度の見直しと介護従事者の勤務環境

改善及び処遇改善の実現を求める意見書の提出

方についてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 本陳情について、質疑、御意見等はありませ

んか。 

○委員（太田広則君） 陳情を出されたのが昨

年の１１月からということで、今文教福祉委員

会でずっとですね、継続審査、この４つの項目

について研究をしたい、調査をしたいという中

で、ずっと１２月、３月と継続させていただき

ました。 

 先ほど今回の議案第４３号に、介護保険特別

会計補正予算で処遇改善加算の拡充があったか

ら今回、臨時採用でそこに職員を充ててという

ことでございました。ここの要旨の中にです

ね、要旨の１番のところに、介護職員を初めと

する介護現場で働く全ての労働者の処遇改善を

図ることっていうこの陳情が出ております。 

 ここに対して私どもが１２月、３月、様子を

見ましょうと言ったのは、新年度国がどういう

ふうなことをするのかというふうな捉え方があ

ったものですから、私個人的には一応継続とい

う形の中で国がどうするのか、新年度からとい

う中で、今回１.１４％、大体１万円のです

ね、処遇改善が行われてるということで、私は

ここはもう済んだんじゃないかなというふうな

捉え方で審議未了でよろしいんじゃないかと言

いながらですね、まだ課題はございます。 

 確かに、現場においては夜間の１人勤務、こ

れはですね、施設ではまだまだ１人勤務らしい

です、現場調査したところ。ここはですね、ぜ

ひ課題として残さなきゃいけないんですけれど

も、まずはこの陳情第１７号という観点で別枠

でですね、改選時期でもありますし、とりあえ

ずこの１７号に関しては、そこの部分の１のと

ころを捉えてですね、済んでるんじゃないかな

というふうに判断したいと私は思っておりま

す。 

○委員長（友枝和明君） ありがとうございま

した。 

 ただいま太田委員からの意見といいますか、

出ました。 

 ほかにありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 私も、各論から言え

ば、全体が問題解決してるという部分じゃな

い、部分的にはちょっと問題もあるけどってい
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うことで、まあ一長一短はですね、ここは審議

未了でリセットして、次の新たな議会の中でま

た出てくれば、各論についてはまた審議してい

くというか、その方向で私はいいかと思いま

す。 

 だから、審議未了で私は結構でございます。 

○委員長（友枝和明君） ただいま橋本委員か

らも太田委員同様、そういう審議未了という御

意見が出ました。 

 ちょっと小会します。 

（午前１１時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 なければ、これより採決いたします。 

 平成２８年陳情第１７号・介護保険制度の見

直しと介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善

の実現を求める意見書の提出方については、閉

会中、継続審査の申し出をしないこと、並びに

結論を得るに至らなかったこと、すなわち審議

未了とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎平成２８年陳情第１８号・地域の実情に応じ

た医療提供体制の確保を求める意見書の提出方

について 

○委員長（友枝和明君） 次に、平成２８年陳

情第１８号・地域の実情に応じた医療提供体制

の確保を求める意見書の提出方についてを議題

とします。 

 要旨は文書表のとおりであります。 

 本陳情について、質疑、御意見等ありません

か。 

○委員（橋本幸一君） もう県の地域医療構想

もある程度出てるというふうな状況の中で、も

うこの陳情については、時期をもう逸したかな

というそういう思いもあります。 

 よって、この陳情については、審議未了でい

いかなというふうに思っております。 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 平成２８年陳情第１８号・地域の実情に応じ

た医療提供体制の確保を求める意見書の提出方

については、閉会中継続審査の申し出をしない

こと、並びに結論を得るに至らなかったこと、

すなわち審議未了とするに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は審議未了とすることに決しました。 

                              

◎平成２８年陳情第１９号・安全・安心の医

療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求め

る意見書提出方について 

○委員長（友枝和明君） 次に、平成２８年陳

情第１９号・安全・安心の医療・介護の実現と

夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提出方

についてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりであります。 

 本陳情について、質疑、御意見等ありません

か。 

○委員（太田広則君） 先ほどの陳情第１７号

と関連してる項目が、私が１人夜勤ですね、こ

れは確かに八代においてはまだ全然解消されて

おりませんし、安心・安全の医療、今定例会で

も一般質問の中で看護師が不足してる、医師が

不足してるという情報がございました。 

 といいながらも、今一生懸命各医療機関、勤

務環境改善もされて、都道府県に求められて県

のほうも一生懸命やってるという中で、もう少

し様子を見たいということで、継続でいいんじ

ゃないかと私は思います。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 平成２８年陳情第１９号・安全・安心の医

療・介護の実現と夜勤交替制の労働の改善を求

める意見書の提出方については、継続審査とす

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

                              

◎平成２８年陳情第２０号・国民健康保険の改

善に向けた意見書の提出方について 

○委員長（友枝和明君） 次に、平成２８年陳

情第２０号・国民健康保険の改善に向けた意見

書の提出方についてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりであります。 

 本陳情について、質疑、御意見等ありません

か。 

○委員（幸村香代子君） 先ほどのですね、国

保の赤字の部分のついても、５億円ということ

でですね、説明があったんですけれども、非常

にやっぱり国保の財政の厳しさというのがやっ

ぱり増していくなというのは皆さんも御存じの

とおりと思います。そうすると、やっぱり国が

何らかの対応策をというのももうわかることで

あります。しかしながら、ちょうど平成３０年

のですね、県単位に向けて先ほども情報も出し

てくれ、議会にも説明をしてほしいというふう

なですね、話もしましたので、継続審査にして

いただいて、そういったことの中でですね、ま

た議会として議論を重ねていけばどうかという

ふうに思いますので、継続審査でお願いをしま

す。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、これより

採決いたします。 

 平成２８年陳情第２０号・国民健康保険の改

善に向けた意見書の提出方については、継続審

査とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（友枝和明君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５０分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。 

 このうち、保健・福祉に関する諸問題の調査

に関連して１件、執行部から発言の申し出があ

っておりますので、これを許します。 

                              

・保健・福祉に関する諸問題の調査（八代市地

域福祉センター等の指定管理について） 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） 

 八代市地域福祉センター等の指定管理につき

まして、早木健康福祉政策課長から説明いたさ



 

－21－

せます。よろしくお願いします。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 健康福祉

政策課の早木でございます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。座って説明をさせていただ

きます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） 八代市地

域福祉センター等の指定管理について御報告を

いたします。 

 健康福祉政策課で所管をいたします地域福祉

センター等の指定管理についてでございます

が、今回の指定管理につきましては３年前の平

成２６年９月議会におきまして、同様に本委員

会において説明をさせていただいており、平成

２７年度から３年間、つまり平成２９年度、平

成３０年の３月末までですね、八代市社会福祉

協議会のほうに指定管理をいたしております。 

 このたび、更新時期が近づいており健康福祉

政策課で協議いたしておりますので、御報告を

させていただきます。 

 お手元にですね、資料を配付させていただい

ております。その資料の１ページ目の一覧表を

ごらんいただけますでしょうか。表にあります

のが、健康福祉政策課で所管をいたしておりま

す施設でございます。左のほうから、名称、所

在地、建物の概要といたしまして開設の時期、

それから敷地面積、延べ床面積、構造等を記し

ております。それから、右のほうに行きまし

て、実施事業、そこの施設で行っております業

務の内容等をですね、記しております。地域福

祉関係と介護関係と分けてございます。一番最

後が根拠条例及び設置の目的でございます。 

 上からですね、全部で８施設ございますけれ

ども、八代市坂本地域福祉センター、それから

八代市鏡地域福祉センター、八代市鏡老人デ

イ・サービスセンター、八代市東陽地域福祉保

健センター、それから八代市泉地域福祉センタ

ー、八代市泉憩いの家、八代市五家荘デイサー

ビスセンター、八代市柿迫生きがいセンターの

８つの施設でございます。 

 それでは、２７年度から３年間これらの施設

の管理並び運営をですね、委託しているところ

でございますが、先ほど申しましたように、現

在の指定管理の期間は２９年度いっぱいとなっ

ておりますので、平成３０年４月以降につきま

して、引き続きですね、指定管理を予定してお

りますために、施設を所管いたします健康福祉

地域事務所等と協議を行っているところでござ

います。 

 それでは、次にですね、今回の指定管理の更

新についてでございますが、次の２ページをご

らんいただけますでしょうか。指定管理の更新

についてということで、募集方法それから募集

形態、指定期間等を記してございます。 

 今回の募集方式は、公募としたいと考えてお

ります。これは、公の施設の指定管理制度に関

する運用指針に基づき、原則公募となっており

ますことから、公募としたいと考えておりま

す。能力のあります民間事業者の幅広い参入に

より、サービスの向上と経費の削減を図るとと

もに、選定における透明性と公平性を確保する

ため、原則公募となっておるところでございま

す。 

 次に、募集形態でございますが、募集形態は

一括募集方式で行いたいと考えております。８

施設をまとめてですね、募集をしたいと考えて

おります。運用指針では、公募は公の施設ごと

に行うのが原則であるとされておりますけれど

も、八代市の場合、平野部から中山間地域まで

施設が広くありますことから、管理運営を一体

的に行うことで各施設に共通する経費の圧縮、

それから節減が可能であるという考えに基づい

ております。施設ごとの公募では、参入のメリ

ットが乏しい、また地域的な課題から応募者が

見込まれない施設等も想定されますので、一括

公募が適切であるということでございます。 
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 また、福祉サービスの提供という指定管理の

内容から、サービスの均一性、品質保持を行う

には、施設ごとの公募より一括公募のほうがそ

の効果が期待できるというふうに考えておりま

す。 

 続きまして、指定の期間でございますが、指

定管理の期間は３年間としたいと考えておりま

す。運用指針におきましては、原則３年もしく

は５年とされておりますが、それらをですね、

所管課で判断することができるということでご

ざいます。予定をしております施設の指定期間

につきましては、更新となりますけれども、社

会情勢の変化等への対応や施設の老朽化等への

対応が必要となることも想定されますので、３

年が適当ではないかと考えているところでござ

います。特に、介護事業を実施いたしますこと

から、国による介護報酬単価の見直しが３年程

度で行われていることにより、状況に変化を生

じるおそれがあるということから３年といたし

ております。 

 続きまして、今後のスケジュールについてで

ございます。下のほうの表になります。予定で

ございますけども、８月上旬に公募を開始した

いと考えております。ホームページや広報やつ

しろ等でお知らせをしたいと考えております。

約１カ月程度の募集期間をとりまして、９月の

上旬に公募を締め切り、その後資格審査を開

始、選定委員会の開催、１０月以降に公募者等

の決定を行いたいと考えております。正式に１

２月の定例会のほうに御提案させていただけれ

ばというふうに考えてございます。 

 以上が、今後のスケジュールでございます。 

 説明については以上でございます。よろしく

お願いを申し上げます。 

○委員長（友枝和明君） 本件について、何か

質疑ございませんか。御意見等ありませんか。 

○委員（前垣信三君） 済みません、お尋ねで

すが、現在は社協がやっておるんですか。 

○健康福祉政策課長（早木浩二君） はい。 

○委員（前垣信三君） 社協さんがおやりにな

って、問題点とかそのあたりは確認はされてま

すか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） 

 社会福祉協議会のほうで、前回ですね、２

７、８、９と運営やっているんですが、その中

で運営上の、運営といいますか、業務のです

ね、上は問題ないんですが、１つ問題としまし

てですね、これは２８年ですね、２８年度の収

支の決算をですね、社会福祉協議会がデイサー

ビスに関してやったところですね、これが八代

市からの指定管理の委託金をですね、入れまし

ても、約１０００万の赤字がございます。こう

いった状況でですね、かなり収支経営的には厳

しい状況にあります。 

 この要因としましては、社協だけではなく

て、今盛んに民間のですね、他施設が盛んにデ

イサービスをどこでもやってますからですね、

その競合でですね、どうしても苦しい、経営と

して苦しいというような状況がございます。 

○委員（前垣信三君） 要は、新しく３年間公

募しなはる、民間の知恵をかりたいというとこ

ろもあっとでしょうけど、指定管理料自体は上

げなっとですか、そのままなんですか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） 

 今、社会福祉協議会のですね、収支の状況を

申し上げましたんですが、かなり厳しい状況で

ですね、ありますから、その安定的なデイサー

ビス事業の運営のためにはですね、ある程度の

指定管理料のですね、増額もやむを得ない状況

にあるのかなという認識でおります。金額につ

いてはまだわかりませんけどですね。 

○委員（前垣信三君） 多分、募集されてもそ

んなに多くはないと思うとですけど、例えば指

定管理料が決まってなくて入札みたいな形では

ないですな。これでどうかという募集の仕方、

で、内容を精査されるんですか。 
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○健康福祉政策課長（早木浩二君） 募集につ

きましては、先ほど言いましたように広報やつ

しろ等でですね、募集をいたしますけども、応

募のあったところにですね、説明をするという

形になろうかと思います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） 

 若干補足いたしますと、金額につきまして

は、標準的な金額を定めます。この金額につい

て、金額で高い低い、それと要は指定業者とし

てふさわしいかどうかと、実績ですね、そうい

うのも総合的に加味して決めるというようなこ

とになろうと思います。（委員前垣信三君「い

いです。それ以上は聞きません」と呼ぶ） 

○委員（太田広則君） 関連して、さっき前垣

さんのほうから課題等はなかったのかという答

えの中で、ちょっと確認ですけど、私が応募す

る側の目線に立ったときに、この一覧表だと従

業員の数ちゅうか、職員の数ちゅうのは必要な

かっですか。何か支障があるんでしょうか、そ

の辺を掲載するということは。それは当然必要

になって、さっき収支という話がありましたけ

ど、人件費とかね、高騰してる可能性もゼロじ

ゃないでしょうから、その辺はここら辺には載

せないんですか。それとも公募されるときは当

然何人ぐらい必要ですよちゅうのはあるんでし

ょうけど、ここにないちゅうのは何か理由があ

るんでしょうか。 

○健康福祉政策課長補佐（山内真奈美） 健康

福祉政策課の山内です。 

 今回、この表をつくらせていただいた場合、

この中には２種類ございます。デイサービス事

業をする部分と、あと地域福祉の部分をです

ね、担っていただきます地域福祉の部分とござ

います。ですので、表にほうにもデイサービス

センターと出てくる部分もございます。 

 地域福祉のほうは、貸し館業務等がメーンに

なりまして、今のところですね、社協の職員の

方々がいらっしゃる形になっております。それ

で、お１人いらっしゃると想定にはあります。 

 それと、デイサービスセンターにつきまして

は、受け入れの人数に応じて法で決まっており

ますので、そこの部分はですね、ちょっと掲載

はしておりませんけれども、きちんと積算のと

きにはカウントする予定ではございます。 

 今回、済みません、概要という形で掲載させ

ていただいておりますので、済みません、細か

い職員の数であったりとか、委託料の中身等は

ちょっと掲載しておりませんが、基礎のほうに

はきちんと掲載させていただく予定としており

ます。 

 以上です。（委員太田広則君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、八代市地

域福祉センター等の指定管理についてを終了し

ます。 

 執行部入れ替えのため、小会します。（｢あ

りがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午後０時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０５分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 次に、教育に関する諸問題の調査に関連して

３件、執行部から発言の申し出があっておりま

すので、これを許します。 

 まず、学校給食施設あり方検討会提言につい

て、説明を願います。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（学校給食あり方

検討会提言について） 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 教育政

策課の宮田です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、八代市学校給食施設あり方検討会

提言について、御報告をさせていただきます。
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恐れ入りますが、座って説明をさせていただき

ます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 資料

は、お配りしております八代市学校給食施設あ

り方検討会提言書というのが１冊ございますの

で、こちらのほうをごらんいただきたいと思い

ます。 

 本市の学校給食施設におきましては、老朽化

等の課題を抱え、近い将来施設再編等を考えて

いかなければならないことは議員各位も御承知

のとおりでございます。教育委員会では、この

課題へ向けまして、昨年度八代市学校給食あり

方検討会を設置いたしまして、外部意見、市民

意見の集約に取り組んできたところでございま

す。高専の浦野先生を初め、ＰＴＡ役員の方々

など８名の委員さん方によりまして、５回にわ

たって会議を開催いたしました。現状把握、課

題の抽出、先進地視察などに取り組んでいただ

いたところでございます。 

 そして、昨年度末提言書が取りまとめられま

して、３月２２日にですね、教育長に対しまし

て検討会の会長であります高専の浦野先生、そ

れと副会長の内木ＰＴＡ連絡協議会会長より提

言書が手渡されたものでございます。 

 それでは、この提言書の内容につきまして、

その概要を説明させていただきます。お配りし

ております提言書の、まず１０ページ、検討会

の委員でありますとか、開催状況について御説

明差し上げたいと思います。１０ページをお願

いいたします。 

 まず、委員につきましては、先ほど申し上げ

ました会長に高専の浦野先生、それと副会長に

ＰＴＡ連絡協議会の会長であります内木会長、

それに委員といたしまして各種団体から商工

会、商工会議所から２名、それと下はＰＴＡ連

絡協議会のほうからですね、単独校の坂本、鏡

を含めて市内全域からＰＴＡの役員の方々に参

加していただいております。この８名でござい

ます。 

 それと、右側に会議の開催状況がございます

けども、まず１回目は委員の委嘱をいたしまし

て給食施設の概要につきまして事務局のほうか

ら説明をいたしました。 

 それと、第２回ですけども、こちらは現地視

察ということで、単独調理場の文政小学校の給

食室、それと共同調理場の中部学校給食センタ

ーの２カ所を視察をいたしております。 

 それと、第３回は先進地視察ということで、

平成２７年の４月に開設をいたしております大

牟田市の中学校給食センター、こちらのほうの

視察に参っております。それと、第４回はこれ

までの概要説明、それと施設の視察等を踏まえ

まして、八代市の給食の方向性につきまして、

各委員さん方から意見をいただいたところでご

ざいます。 

 そして、第５回目にですね、前回いただいた

意見のまとめを提示いたしまして、内容の御確

認と追加意見とかをいただきましてですね、報

告書の最終案として御確認をいただいたところ

でございます。 

 そして、３月２２日に教育長のほうに提言書

が提出されたということでございます。 

 それでは、提言書の内容につきまして、２ペ

ージのほうにちょっとお戻りいただきたいと思

います。 

 まず、提言書のほうにつきましては、１番目

に学校給食施設の現状ということで、こちらの

ほうでは現在の八代市の状況ということで９つ

の単独調理場、６つのセンター、それと小中特

別支援学校、幼稚園、全４９の学校、園で、約

１万１１００食の給食が提供されてるというこ

と、それと運営方式は市直営でありますとか、

民間委託でありますとか、などなどさまざまな

形態があるということ、それと、学校給食施設

の全１５施設の中で、建築３０年以上が８施設
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あること、それと最新の衛生基準に合致してい

ないウエット方式の施設が１０施設あることな

ど、現在の給食施設の現状が記されているとこ

ろでございます。 

 それと、右側には各施設の建築年数、それと

運営方式などの一覧表がつけられております。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 ４ページは、現状を踏まえたところの現在の

給食施設の課題についてでございますけども、

こちらにつきましてはまず学校給食施設の老朽

化に関するということで、全１５施設のうち８

施設が建築後３０年以上経過しているというこ

とですね、そういったことから計画的な施設整

備を検討する必要があるということで記載をさ

れております。 

 それと、２番目に、学校給食施設の施設に関

することということで、①でまず１番目に衛生

管理基準への対応ということで、学校給食衛生

管理基準では、汚染作業区域など部屋単位で区

分することや、加熱前後の食材の交差を防ぐた

めに一方通行の動線確保が求められていますけ

ども、いずれもこの基準を現在満たしていない

ということが書かれております。それと２番

目、学校給食施設は床を濡らさないドライシス

テムが求められておりますけども、これに対応

した施設は５施設しかない状況であるというこ

と、それと３番目に、研修室の扉等の設置につ

いて、それと４番目には空調関係のことが記さ

れております。 

 それと、大きな３番の学校給食施設の設備に

関することということで、こちらのほうにはシ

ンクの形状でありますとか、手洗い設備の方

式、こういうのが現在の形には合っていないと

いうことが記されております。 

 それと、大きな４番のアレルギー対応食に関

することということで、このアレルギー対応食

のための分離された調理ラインが必要ではない

かということで記されているところでございま

す。 

 それと、５番目には運営の効率化ということ

で、まず１番目に市町村合併後は平成２１年４

月に泉学校給食センターが東陽学校給食センタ

ーに統合された以外はそのままの形態であるこ

と、それと２番目に、運営方式は市直営、民間

委託、それと学校給食会への委託など、さまざ

まな状態であるので、さらに市の財政状況を勘

案して合理化・効率化を図る必要があるという

ことが記されております。 

 以上が課題についてでございます。 

 続きまして、６ページ、７ページをお願いい

たします。こちらが、これまでの現状と課題を

踏まえての最終的な検討結果及び提言をまとめ

たところでございます。 

 まず、結論として大きく４点ございます。こ

の大きな枠囲みをしてありますけども、この４

点、まず１番目に将来的には単独調理場を見直

して、原則として共同調理場３カ所程度への移

行をすること、それと２番目に、泉第八小学校

につきましては、地理的要因を勘案し、単独調

理場で存続をするということ、それと３番目

に、八代支援学校は刻み食や流動食の対応が必

要ということで、こういった特殊事情を勘案し

まして単独調理場を新設すべきであるというこ

と、それと４番目に、学校給食施設の老朽化や

今後の少子化を勘案し、旧市町村の枠組みを越

えて法律的に学校給食を提供できる施設整備計

画を検討することということで、この４つが大

きな柱となっております。 

 その下のほうには、各論的にですね、次の事

項に留意してほしいということで各論的な提示

がございます。 

 まず、施設整備につきましては、１番目に学

校給食衛生管理基準に沿った整備を進めてほし

いということでございます。それと２番目に、

食物アレルギーへの対応と、それと最新機器の

導入が書かれております。それと３番目に、調
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理ラインの複数化、４番目に空調設備の設置、

５番目に食育教育にも活用できるような施設に

してほしいということでございます。それと６

番目は、施設整備計画の策定に当たっては、可

能な限り速やかに進めることということで記さ

れております。 

 次に、給食の配送について、こちらにつきま

しては、配送方法やルート設定への御意見が書

かれているところでございます。 

 ３番目に、その他といたしまして、まず①の

ところで、給食施設の整備については、市の上

位計画に位置づけ早期実現に努めることという

ことで記されております。こちらは、委員の御

意見として出ましたのが、未来を支える子供た

ちの育成にかかわることであることから、市と

しても優先順位は高いはずということで御意見

が出たところでございます。 

 それと、２番目に八竜小学校と坂本中学校は

共同調理場開設までの間、統合等の御検討もし

てほしいということで書かれております。 

 ３番目につきましては、正式な計画の後かと

思いますけども、児童生徒や保護者に対しては

事務局より誠意を持って説明をすることという

ことで記されております。 

 それと４番目、運営方式につきましては、民

間委託方式を含めた運営の効率化に努めること

とということで意見が出されております。 

 ５番目、短期的には代陽小あるいは鏡地区に

おいて、施設の改修、集約の可能性を検討する

こと、また労働環境の改善からエアコンの増設

等に努めることということで記されているとこ

ろでございます。 

 以上が提言の概要でございますけども、教育

委員会といたしましては、今後この内容を踏ま

えましてですね、将来的な整備計画づくりへ向

けて準備を進めてまいりたいと考えておりま

す。その段階の一つといたしまして、今年度は

八代市総合計画が改訂の時期を迎えておりまし

て、新しい計画の内容を協議していく中で、教

育環境の整備という観点から市総合計画の中で

学校給食施設の再編・整備の必要性について明

確な位置づけを図っていきたいと考えておりま

す。 

 また、同時にですね、八代総合計画と時期を

同じくして、教育委員会で策定しております八

代市教育振興基本計画、こちらも改訂を迎えて

おりますので、こちらの計画におきましても同

様に明確にうたい込んでまいりたいと考えてお

ります。 

 以上、御報告させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（島田一已君） １１ページの先進地視

察てございましたね、どういうところが先進地

だったんでしょうか。 

○理事兼教育政策課長（宮田 径君） 平成２

７年の４月にできたばかりの大牟田市の施設で

ございまして、こちらにつきましては、機器も

最新の機器が入っておりますし、調理のライン

も複数化してですね、揚げ物と焼き物とか、そ

ういったのも分けて調理できるような工夫がな

されておりまして、それと外から入ってくると

ころと中の調理場を区分するための部屋という

のも区切られていてですね、最新の衛生管理基

準に適合してそういった感染、食中毒といいま

すか、そういったのを防ぐようなつくりになっ

ているような施設でございます。現在の八代市

にはないような構造になっているような施設を

見にいったというところでございます。 

 以上です。（委員島田一已君「ありがとうご

ざいます」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（太田広則君） さっき言われました、

理想が株式会社メフォス産のこの○がいっぱい

ついてるとこ、ここだろうというふうに思いま
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す。１３ページ、１２ページ目の一覧表で。学

校給食員の職員の皆さんの健康診断からノロウ

イルスがあって給食がつくれない事案が何件か

ございましたですね。こういうところがやは

り、トイレのセンサーだったり給水栓のレバー

等が△とか×とかになってます。ここが○にな

ることが理想だと思いますので、○になること

を目指して頑張っていただきたいと要望してお

きます。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（幸村香代子君） まずですね、委員構

成なんですが、８人中女性が１人しかいなかっ

たと。これについていかがなものかと。確かに

ＰＴＡあたりのですね、代表されている方が

ね、男性が会長をされてることが多いので、役

職的にこうなるというのはわかるんですが、こ

れはいかがなものかと。私、絶対いかんと思い

ます。教育委員会がこんなことやってていいん

やろうかて思いますけどね。やはり半数は女性

を入れるべきではなかったかということを申し

上げておきます。 

 それと、給食施設の老朽化ということは非常

に問題もあって、衛生面も含めてですね、アレ

ルギーが多くなっているのでアレルギーのです

ね、対応のところがなかなか施設がですね、進

んでいないということもあったんですが、もう

一つですね、最近思ってたのが、災害対応なん

ですね、熊本市のところでですね、言われてた

のが、やっぱり給食施設あたりが臨時的にです

ね、使えたところもあったらしくて、非常にや

っぱり災害対応のときに学校の給食施設という

のは非常に効果があると、役割をですね、果た

す部分があるということもあったので、確かに

学校給食の子供たちのということもあるかもし

れないけれども、そういったふうなですね、災

害対応のときの食事の提供であるとか、そうい

った調理場になるということもあわせてです

ね、何かちょっと配慮をいただいとけばいいん

じゃないかなということを申し上げておきたい

と思います。 

 とにかく、女性が１人しか入ってなかったと

いうことについては、非常に残念な気がいたし

ます。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、学校給食

施設あり方検討会提言についてを終了いたしま

す。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（学校規模適正化

の進捗状況について） 

○委員長（友枝和明君） 次に、学校規模適正

化の進捗状況について説明を願います。 

○首席審議員兼学校教育課長（渡邊裕一君） 

失礼いたします。学校教育課の渡邊でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 学校規模適正化の推捗状況につきまして御報

告させていただきます。座って報告させていた

だきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○首席審議員兼学校教育課長（渡邊裕一君） 

学校教育課と書いております資料を使って御説

明、御報告申し上げます。 

 まず、１ページでございますが、この八代市

立学校規模適正化基本計画、これは抜粋でござ

います、載せております、さらには２ページの

答申、これらを踏まえまして、これまで後期計

画の取り組みを進めてまいりました。 

 個別の事案について報告いたします。３ペー

ジでございます。 

 金剛小学校敷川内分校についてです。本年３

月１８日に閉校記念式典が開催をされておりま

す。そして、３月３１日をもって閉校となりま

した。４月１０日の始業式からスクールバスの
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運行が開始されておりまして、教育委員会でも

その様子を見てまいっております。子供たちは

先生方の支援もあり、毎日楽しく学校生活を送

っているところです。 

 続きまして、４ページ、八千把小学校浜分校

についてです。本年４月２４日に地域懇談会を

開催しまして、統合におおむねの同意をいただ

きました。古閑浜第一、古閑浜第二の町内会総

会で同意を得たことから、地域懇談会でその報

告がございました。５月１７日には、学校、地

域住民、行政からなる統合準備委員会を立ち上

げたところです。 

 今後は、８月の教育委員会定例会で最終的な

審議をお願いしまして、その後の市議会定例会

に提案したいと考えているところです。 

 続きまして、資料の５ページをお願いいたし

ます。鏡西部小学校についてです。平成２７年

７月の地域全体での懇談会の後、地域の代表者

の方とこれまで４回の懇話会を重ねてまいりま

した。今後も、地域住民や保護者の方々と顔を

合わせる機会を持ちまして、事務局と地域、保

護者との信頼関係をさらに築きながら、より具

体的で建設的な意見交換を今後も粘り強く継続

してまいりたいと考えているところでございま

す。 

 以上、学校規模適正化の進捗状況の報告とさ

せていただきます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、学校規模

適正化の進捗状況についてを終了いたします。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（夏季休業中にお

ける教職員の休暇取得推進日の設定について） 

○委員長（友枝和明君） 次に、夏季休業中に

おける教職員の休暇取得推進日の設定について

を説明願います。 

○首席審議員兼学校教育課長（渡邊裕一君） 

それでは、引き続き、夏季休業中における教職

員の休暇取得推進日の設定について、報告させ

ていただきます。それでは、資料の６ページを

お開きください。 

 近年、教職員の業務多忙化が社会問題になっ

ておりますけども、先生方が安心して休暇を取

得できる体制を整え、心身の健康増進を図るこ

とを目的とし、今年度子供たちの夏季休業期間

中に２日間の休暇取得推進日の設定を試行した

いと考えております。 

 この取り組みは、近隣では氷川町や芦北町な

ど、全国的には横浜市や仙台市など、既に実施

をしている自治体も多くございます。いずれも

お盆期間に設定をされております。 

 資料７ページ及び８ページにありますよう

に、文部科学省からも学校現場における業務の

適正化に向けてという通知が出され、学校閉庁

についても示されております。 

 今後も、学校現場における業務の適正化の一

層の推進に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○委員長（友枝和明君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（島田一已君） ８月１４日、８月１５

日ですけども、これ、お盆ですよね。どうして

この日２日ですかね。何かあっとですかね。 

○首席審議員兼学校教育課長（渡邊裕一君） 

８月１３、１４、１５、いわゆるお盆期間でご

ざいますけども、子供たちは学校はお休みでご

ざいます。さらには、小学校で申しますと、プ

ール解放などもお盆期間は休止をしておりま

す。さらに、この期間は学校のいわゆる窓口的

な業務もほとんどございませんで、電話もかか

ってこないというような、いわゆる業務が得に

少ない時期でございますので、この期間に先生
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方の休暇取得を推進することによって、リフレ

ッシュを図りたいとというところで、全国的に

お盆期間が設定されているところでございま

す。 

○委員（島田一已君） 氷川さんとか芦北さん

がされてますけども、先生方の評判ちゅうか、

何かよかったなとか悪かったなとか、何かそう

いう御意見ございます。 

○首席審議員兼学校教育課長（渡邊裕一君） 

本市の学校長も４分の１程度はいろいろな自治

体でこれを経験しております。そして、何の問

題もなく先生たちはこの期間、十分な休暇がと

れているというようなお話は聞いております。

（委員島田一已君「いいです、はい」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ夏季休業中

における教職員の休暇取得推進日の設定につい

てを終了いたします。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件及び陳情２件に

ついては、なお審査及び調査を必要とすると思

いますので、引き続き、閉会中の継続審査及び

調査の申し出をいたしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。これをもって、文教福祉委員会を散

会いたします。 

（午後０時３１分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年６月１９日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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